
げて統一させるコアを取り上げないからこそ，全体的なイメージが育たない．

以上に挙げた表現を利用できないのは，一年生でも十分語彙知識があるにもかかわらず，

動詞の概念の統一化が欠けているだけである．改善の一つの方法としては，動詞導入の際

に，必ずコアの使い方から習得させ，それを元に派生的意味・使用法を学ばせるというが

最適である．学習者に一つの動詞の意味ネットワークを育てるという考え方が必要であろ

う．

Базовые японские глаголы в прямом значении – отражение в учебной литературе.

Костыркин Александр / Kostyrkin Alexander 
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